
左足かかとから着地 ：骨折

行 動

事例55：立坑底部に設置した昇降梯子から滑り落ち、かかとを骨折

夜間作業を終えた作業員が、立坑底部に設置してある約３ｍの昇降梯子を上り始めたところ右手が滑り、約１．２ｍ下の立坑底部コン
クリート面に落下し、左足かかとを骨折した。

原因 結果：負傷 教 訓

垂直梯子

被災者

・左足かかとを骨折 ①セーフティブロックを使用する。
②設置可能な箇所には、昇降はしごに替

えて昇降階段を設置する。

ベースコンクリート

セーフティブロック

踊場

約1.2m

3.0m

・セーフティブロックを使用せず昇降
はしごを上り、手を滑らせ落下

・安全意識の欠如
・推進工事が完了し、階段を設置するこ

とが可能であったが設置しなかった。
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事例56：立坑を二段伸縮ハシゴで降りようとしたところ、ハシゴが縮み墜落

立坑内に降りるため、二段伸縮ハシゴを伸ばし覆工に掛けて２、３段ほど降りたところ、ハシゴスライド止めフックが外れ、ハシゴ
が縮み前方へ倒れた。被災者はハシゴが倒れた後、覆工受桁につかまりぶら下がる状態となったが、飛び降りた際（高さ約２．２ｍ）
に足首を負傷した。

原因

・左足関節外果骨折

結果：負傷

・当初予定にない作業が発生し、現場責任
者に相談せず一人作業を行ってしまった。

教 訓

行 動

・ハシゴスライド止めフックの掛かり
の確認を怠った。

・ハシゴ上部を確実に固縛しなかった。

①鉄筋棒を加工した「墜落防止金具」
を作製しハシゴに通し、覆工に渡し
ておくことにより、ハシゴが落下し
ないようにする。

②職長を「昇降設備取扱責任者」に定

③セーフティブロックを使用する。

め、チェックシートによりハシゴ等
の点検を行い記録する。
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